
８

平
成
25
年
度
ま
で
の
財
政
収
支

を
再
試
算
し
た
結
果
は
、
左
の
表

の
と
お
り
で
す
。

本
紙
３
月
号
に
掲
載
し
た
試
算

で
は
、
町
の
貯
金
に
あ
た
る
財
政

調
整
基
金
が
平
成
18
年
度
に
底
を

つ
き
、
平
成
25
年
度
ま
で
の
10
年

間
の
累
積
赤
字
額
は
40
億
円
以
上

に
。
さ
ら
に
平
成
20
年
度
に
は
財

政
再
建
団
体
の
該
当
に
な
る
と
の

試
算
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
行
っ
た
再
試
算

の
結
果
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

里
地
区
、
斜
里
二
期
地
区
、
小
清

水
地
区
は
、
完
了
年
度
の
延
長
を

国
に
要
請
し
ま
す
。
道
営
事
業
に

つ
い
て
は
、
事
業
量
を
圧
縮
し
ま

す
。以

上
の
見
直
し
に
よ
り
、
町
の

負
担
額
は
約
19
億
円
削
減
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
町
は

２
月
上
旬
か
ら
３
月
定
例
町
議
会

開
会
直
前
ま
で
の
１
カ
月
間
、
国

や
道
、
町
内
の
各
関
係
団
体
等
と

協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

予
想
も
で
き
な
い
急
激
で
大
幅

な
地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
り
、

大
型
３
事
業
の
見
直
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
３
事
業
は
ど

れ
も
町
の
将
来
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
事
業
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
く
、
長

期
的
な
財
政
計
画
を
見
極
め
な
が

ら
、
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
ま
す
。

大
型
３
事
業
以
外
の
投
資
的
な

事
業
で
は
、
総
合
体
育
館
建
設
事

業
、
図
書
館
整
備
事
業
、
町
営
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
造
成
事
業
な
ど
を

い
ず
れ
も
先
送
り
と
す
る
な
ど
、

全
般
的
に
事
業
の
圧
縮
や
見
直
し

を
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
一
般
財

源
の
削
減
額
は
、
約
13
億
円
と
見

込
ま
れ
ま
す
。

事
業
の
見
直
し
と
と
も
に
、
強

力
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
、
行
政
改
革
に
よ
る
経
費
の
節

減
で
す
。
行
政
改
革
は
、
時
代
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
も
継
続
し
て
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
大
胆
か
つ

抜
本
的
な
改
革
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
は
第
３
次
行
政
改
革

（
平
成
13
〜
17
年
度
）
に
取
り
組

ん
で
い
る
途
中
で
す
が
、
こ
の
改

革
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
新
た

に
「
行
財
政
の
構
造
的
改
革
」

（
平
成
16
〜
20
年
度
）
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
ず
、「
小
さ
な
行
政
」、
す
な

わ
ち
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
今
ま
で
町
が

直
営
で
行
っ
て
き
た
除
排
雪
を
含

む
道
路
維
持
業
務
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
業
務
、
み
ど
り
工
房
内
の
農
業

振
興
セ
ン
タ
ー
運
営
業
務
、
学
校

給
食
の
調
理
業
務
な
ど
の
外
部
へ

の
委
託
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
等
の
民
間
運
営
に
つ

い
て
も
検
討
し
ま
す
。

役
場
の
組
織
機
構
は
簡
素
化
・

効
率
化
を
目
指
し
、
平
成
16
年
度

か
ら
現
在
の
５
部
制
を
４
部
制
に

再
編
し
、
最
終
的
に
は
３
部
制
を

目
指
し
ま
す
。

同
時
に
職
員
定
数
は
、
現
在
の

条
例
定
数
272
人
か
ら
３
割
削
減
を

目
指
し
ま
す
（
平
成
16
年
４
月
１

日
現
在
の
職
員
数
は
226
人
）。

人
件
費
も
大
幅
に
縮
減
し
ま

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ

は
回
避
し
ま
し
た
。

大
型
３
事
業
も
見
直
し
、
行
財
政
の
構
造

的
改
革
に
よ
り
経
常
収
支
を
改
善
し
ま
す
。

地
方
交
付
税
の
急
激
な
削
減
に
よ
り
、
斜
里
町
の
財
政
が
危
機

的
状
況
で
あ
る
こ
と
を
本
紙
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

町
は
急
遽
、
中
・
長
期
財
政
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
あ
ら
ゆ

る
財
源
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
再
試
算
を
実
施
。
大
型
３
事
業

も
、
当
初
の
計
画
を
大
幅
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

は
決
算
が
赤
字
に
な
る
も
の
の
、

平
成
25
年
度
ま
で
の
累
積
赤
字
は

８
億
６
千
万
円
に
と
ど
ま
り
、
再

建
団
体
へ
の
転
落
と
い
う
最
悪
の

事
態
は
、
当
面
避
け
ら
れ
る
見
通

し
と
な
り
ま
し
た
。

ど
こ
を
ど
う
見
直
し
た
の
か
で

す
が
、
ま
ず
、
３
つ
の
大
型
事
業

を
含
む
投
資
的
な
事
業
全
般
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
」
は
、

道
道
斜
里
網
走
通
（
へ
の
字
道
路
）

の
街
路
整
備
事
業
を
中
心
に
実
施

す
る
よ
う
見
直
し
ま
し
た
。
町
の

負
担
が
極
め
て
大
き
い
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
道
道
の
沿
道

の
み
に
縮
小
し
、
健
康
温
浴
施
設

と
広
場
整
備
は
取
り
止
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
駅
前
整
備
事
業
と

ま
ち
な
か
住
宅
（
町
営
住
宅
）
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画
ど
お

り
進
め
ま
す
。

「
ウ
ト
ロ
市
街
地
再
開
発
事
業
」

は
、
国
道
や
新
港
整
備
と
連
携
し

た
事
業
の
た
め
、
埋
立
や
用
地
取

得
な
ど
の
基
盤
整
備
は
計
画
ど
お

り
進
め
ま
す
が
、「
道
の
駅
」
は
、

ト
イ
レ
・
休
憩
舎
・
駐
車
場
の
み

と
し
、
売
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
機
能
は
民
間
に
よ
る

整
備
を
予
定
し
ま
す
。

「
国
営
・
道
営
土
地
改
良
事
業
」

は
、
現
在
、
事
業
が
進
行
中
の
斜

大
型
３
事
業
も

見
直
し
ま
し
た

当
面
、
再
建
団
体
へ

の
転
落
は
回
避

中
・
長
期
財
政
収
支
試
算

行
政
改
革
待
っ
た
な
し
、

職
員
給
与
も
削
減
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す
。ま

ず
給
与
の
見
直
し
で
は
、
今

年
度
か
ら
町
長
の
給
与
を
６
・

55
％
削
減
す
る
の
を
は
じ
め
、
特

別
職
の
給
与
を
削
減
し
、
一
般
職

員
は
一
律
２
％
削
減
を
今
年
度
か

ら
３
年
間
実
施
し
ま
す
。
議
会
議

員
の
報
酬
も
２
％
削
減
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
種
手
当
て
に
つ
い
て

も
見
直
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
団
体
へ
の
補
助
や
負
担

の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。
町
内
の

各
種
団
体
等
へ
の
助
成
金
・
補
助

金
は
、
３
年
間
で
10
％
削
減
を
目

指
し
ま
す
。

自
治
会
に
対
す
る
資
源
物
回
収

奨
励
金
や
納
税
貯
蓄
組
合
に
対
す

る
納
税
奨
励
金
は
廃
止
し
、
敬
老

祝
い
金
、
慶
弔
費
支
給
基
準
な
ど

は
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

収
入
確
保
と
負
担
の
公
平
の
観

点
か
ら
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
町
税
等
の
滞
納
の
問
題

で
す
。
滞
納
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
制
限
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
ほ

か
、
滞
納
者
の
氏
名
公
表
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
す
。

新
た
な
財
源
確
保
と
し
て
は
、

「
環
境
税
」
や
「
環
境
保
全
協
力

金
」
等
の
徴
収
に
つ
い
て
検
討
し
、

あ
わ
せ
て
ゴ
ミ
収
集
の
有
料
化
に

つ
い
て
、
平
成
18
年
度
実
施
を
目

指
し
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

各
種
の
使
用
料
・
手
数
料
に
つ
い

て
も
見
直
し
ま
す
。

こ
れ
ら
、
第
３
次
行
政
改
革
と

行
財
政
の
構
造
的
改
革
に
よ
る
行

政
経
費
の
削
減
額
は
、
平
成
16
年

度
以
降
の
５
年
間
で
、
約
７
億
７

千
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

以
上
が
、
中
・
長
期
財
政
収
支

の
再
試
算
の
要
点
で
す
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
財
政

環
境
は
、
今
後
も
な
お
予
断
を
許

区　　分
年　　度

経 常 的 収 入

経 常 的 支 出

差引経常財源①

大 型 事 業
（中心市街地、ウトロ再開発、国営・道営負担）

その他の投資的事業及び
H16年度以降の借入償還額

計　　　　②

（ア）差引過不足額（①－②）

（イ）財 政 調 整 基 金 等 の 繰 入
（H15年度末基金残高943百万円）

収 支 赤 字 額

7,374

6,861

513

106

379

485

─

6,566 6,541 6,334 6,208 6,024 5,910 5,801 5,613 5,460 5,348 66,666

205 102 148 140 163 136 120 304 429 534

45 78 163 189 222 110 239 237 229 225

195 172 181 187 212 206 240 283 359 312

240 250 344 376 434 316 479 520 588 537

35 148 196 236 271 57 ─ ─ ─ ─

──── ─ ─ △123 △359 △216 △159 △3

H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 計

6,771 6,643 6,482 6,348 6,187 6,046 5,921 5,917 5,889 5,882 69,460
経
常
収
支

（
一
般
財
源
ベ
ー
ス
）

投
資
的
な
経
費

※財政再建団体への転落は避けられる見通しとなりましたが、それでも平成2 5年度末までの累積赤字額は、8億6 , 0 0 0万円

と見込まれます。引き続き財政の健全化に努めます。

28 △35 △148 △196 △271△236 △180 △359 △216 △159 △3

2,794

1,843

2,726

4,569

943

△860

△1,775

さ
な
い
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
町
は
、
長
期

的
な
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
財
政
状
況
を

的
確
に
見
極
め
た
事
務
・
事
業
の

選
択
と
、
行
財
政
の
構
造
的
改
革

実
施
計
画
に
基
づ
い
た
、
行
政
改

革
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

町
は
こ
の
ほ
ど
、
す
べ
て
の
町

民
の
葬
儀
の
際
に
、
弔
意
を
表
す

た
め
の
「
斜
里
町
敬
弔
旗
」
を
作

製
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
町
で
は
、
町
民
の
方

が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
慶
弔
基
準

に
基
づ
き
85
歳
以
上
の
方
な
ど
へ

の
献
花
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

慶
弔
基
準
の
見
直
し
を
行
い
、
全

町
民
の
皆
様
に
等
し
く
お
悔
や
み

す
べ
て
の
町
民
の
方
に
敬
弔
の
意
を
表
す
た
め

「　
敬
弔
旗　
」　を
供
え　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
す　
。　

と
敬
弔
の
意
を
表
す
た
め
、
４
月

か
ら
献
花
に
代
え
て
敬
弔
旗
を
供

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

敬
弔
旗
は
、
大
き
さ
が
縦
１
メ

ー
ト
ル
、
横
53
セ
ン
チ
の
黒
色
の

布
製
で
、
役
場
本
庁
舎
と
ウ
ト
ロ

支
所
に
そ
れ
ぞ
れ
備
え
て
お
り
ま

す
。死

亡
届
の
手
続
き
で
窓
口
に
来

ら
れ
た
方
に
、
趣
旨
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
葬
儀
の
会
場
に
お

供
え
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

を
致
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
自
治
会
回

覧
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
総
務
課

総
務
係
（
内
線
205
）

住
民
負
担
の
公
平
化

を
図
り
ま
す


